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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて篏

「
知
識
、
思
考
・
判
断
」
に
分
け
て
掲

載
し
て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
こ
の

３
項
目
を
細
分
化
し
、
学
習
内
容
の

体
系
化
を
図
っ
て
い
る
（
資
料
１
）。

（
２
）
学
習
過
程
（
学
習
の
流
れ
）

　
学
習
過
程
に
つ
い
て
は
、
一
時
間

の
学
習
の
流
れ
を
、「
導
入
」「
展
開
」

「
整
理
」
に
分
け
て
掲
載
し
て
い
る
。

「
導
入
」
で
は
「
学
習
へ
の
意
欲
化

や
心
構
え
を
つ
く
る
」
と
し
て
、
防

具
（
剣
道
具
）
の
用
意
・
着
装
・
安

全
点
検
、
礼
の
実
践
な
ど
を
示
し
て

い
る
。
礼
に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導

要
領
解
説
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
相
手
を
尊
重
し
、
伝
統
的
な

行
動
の
仕
方
を
大
切
に
し
よ
う
と
す

る
こ
と
を
学
ぶ
点
で
も
、
重
要
な
指

導
内
容
で
あ
る
。

「
展
開
」
で
は
、「
技
を
知
る
、
練
習

す
る
、
確
か
め
る
」
と
し
て
、
基
本

動
作
か
ら
、
攻
防
の
展
開
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
出
来
る
技
の
習
得
に
焦
点

を
当
て
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
一

足
一
刀
の
間
か
ら
打
つ
こ
と
や
、
相

手
の
隙
を
素
早
く
打
つ
と
い
っ
た
か

か
り
練
習
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
整
理
」
で
は
、「（
学
習
の
）
ま
と
め
」

と
し
て
、
竹
刀
（
杖
・
棒
）
を
使
っ

た
整
理
体
操
の
方
法
や
、
防
具
（
剣

道
具
）
を
片
付
け
る
方
法
、
学
習
カ

ー
ド
な
ど
を
使
っ
た
活
動
の
評
価
方

法
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
教
本
の
具
体
的
な
内

容
と
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
を「
技
能
」「
態

度
」「
知
識
、
思
考
・
判
断
」
の
項
目

ご
と
に
述
べ
て
み
た
い
。

（
１
）
学
習
の
順
序

　
資
料
１
の
と
お
り
、
教
本
で
は
技

能
を「
基
本
動
作
」「
対
人
的
技
能
」「
攻

防
の
展
開
」
に
分
け
て
学
習
内
容
の

説
明
を
し
て
い
る
。
で
は
、
ど
の
よ

（
１
）
学
習
内
容
の
取
り
扱
い

　
教
本
で
は
、
ま
ず
、
平
成
20
年
３

月
改
訂
の
学
習
指
導
要
領
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
教
本

を
手
に
す
る
関
係
者
に
、
道
場
や
部

活
動
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
保
健
体

育
の
授
業
で
剣
道
の
指
導
を
行
う
と

い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
た
め
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
教
本

は
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
作
ら
れ

て
お
り
、学
習
内
容
は「
技
能
」「
態
度
」

■
シ
リ
ー
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中
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武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
篏

　
先
月
号
で
は
、全
日
本
剣
道
連
盟
が
発
行
し
た
指
導
教
本
『
剣
道
授
業
の
展
開
』

（
以
下
、
教
本
）
の
作
成
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
た
。
ま
た
、
作
成
の
基
本
方
針
を

確
認
し
な
が
ら
、
現
時
点
で
の
頒
布
状
況
も
紹
介
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
教
本
の
具
体
的
な
内
容
に
触
れ
な
が
ら
、
実
際
に
教
育
現
場

で
ど
の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば
い
い
の
か
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
述
べ
て
み
た
い
。

指
導
教
本
の
ね
ら
い
と
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
　
剣
道 

②軽
米
　
満
世

㈶
全
日
本
剣
道
連
盟

　
　
　
　
　
武
道
指
導
資
料
作
成
部
会
委
員

全日本剣道連盟発行『剣道授業の展開』
（Ａ４判、107 頁）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７「
技
能
」

学
習
内
容
の
体
系
化

お
わ
り
に

単
元
計
画

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
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◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９お
わ
り
に

10教
本
の
頒
布
状
況
と

入
手
方
法

「
態
度
」

「
知
識
、
思
考
・
判
断
」

（
教
本
ｐ
52
〜
）

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）

（資料１）学習内容の取り扱い（教本 p.6）
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ｐ
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自然体姿勢

基
本
動
作

対
人
的
技
能

技
能
の
内
容

態
度
の
内
容

攻
防
の

展　

開

構えと目付け
構え方と納め方

足さばき

素振り

しかけ技

応じ技

尊重・公正

知識
思考
判断

協力・自主性

健康・安全

生涯体育

習　得
活　用
探　求

試合の仕方
審判の仕方

掛け声（発声）間合

打突の仕方
打たせ方と受け方

基本動作から応用動
作（対人的技能）へ
の移行

⑴　技能構造

⑵　態度・知識

送り足・歩み足・開き足・継ぎ足

上下振り・斜め振り・空間打突・
跳躍素振り（早素振り）
一足一刀・遠い間合・近い間合
有効打突・打突部位
打ち方（面・小手・胴）
打たせ方（面・小手・胴）
受け方（面・小手・胴）
体当たり・鍔ぜり合い
切り返し・残心
気剣体一致・攻め合い・打つ機会
しかけ技・応じ技・隙の与え方
一本打ちの技
連続技（二・三段の技）
払い技
出ばな技
引き技
抜き技
すり上げ技
返し技
打ち落とし技
技能の程度に応じたルール・有効打突
ポイントによる判定の仕方・稽古法等
ごく簡単な試合・簡単な試合

礼儀正しく、相手を尊重する。敬意を払う
規則を守り、勝敗に対して公正である
目標を持ち計画的に進んで練習する
勝敗の原因を考え、互いに協力して練習する
禁止事項を守り、危険な行動をしない
練習場や竹刀、用具・服装の安全と清潔に心がける

剣道の特性、歴史的背景・刀の知識・竹刀・木刀の取り扱い
伝統的な考え方と行動の仕方・体力の高め方
技の名称や行い方、練習の仕方、用具の扱い方
課題に応じた練習の取り組み方の工夫、運動観察の方法

生涯を通して剣道を実践する自発的・自主的実践力を養う

中段の構え（上段・下段・八相・脇）
立礼と座礼
構え方・納め方・蹲踞・号令・礼法
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う
な
順
序
で
学
習
を
進
め
れ
ば
よ
い

の
か
。
最
も
簡
略
化
す
る
と
左
記
の

通
り
と
な
る
。
技
能
指
導
の
基
本
と

し
て
把
握
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
基
本
動
作
を
身
に
付
け
る

②
基
本
と
な
る
技
や
得
意
な
技
を
練

習
（
か
か
り
練
習
・
約
束
練
習
・
自

由
練
習
）
で
練
り
上
げ
る

③
自
由
練
習
や
ご
く
簡
単
な
試
合
で

攻
防
の
楽
し
さ
を
味
わ
う

　
①
基
本
動
作
に
つ
い
て
は
、
対
人

的
技
能
を
成
立
さ
せ
る
要
素
的
な
も

の
と
し
て
重
視
し
て
い
る
の
で
し
っ

か
り
と
身
に
付
け
、
②
、
③
へ
と
つ

な
げ
た
い
。

　
そ
の
他
、
基
本
動
作
を
行
う
前
な

ど
に
は
、
体
ほ
ぐ
し
の
運
動
を
取
り

入
れ
た
い
。
手
軽
な
運
動
や
律
動
的

な
運
動
を
通
し
て
、
自
分
や
仲
間
の

体
の
状
態
に
気
づ
い
た
り
、
体
の
調

子
を
整
え
た
り
、
仲
間
と
交
流
を
深

め
る
効
果
が
あ
る
。
導
入
時
に
体
を

動
か
す
楽
し
さ
や
心
地
よ
さ
を
味
わ

わ
せ
な
が
ら
学
習
を
進
め
て
い
く
こ

と
は
、
健
康
・
安
全
の
確
保
や
剣
道

授
業
へ
の
意
欲
を
高
め
る
一
助
と
な

る
。

　
具
体
例
と
し
て
は
、
方
向
や
速
さ

を
変
化
さ
せ
な
が
ら
行
う
体
さ
ば
き

や
、
手
刀
等
で
の
上
下
振
り
・
斜
め

振
り
な
ど
の
運
動
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
体
ほ
ぐ
し
運
動
は
、
ペ
ア

で
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
対
人
性
を

感
じ
さ
せ
、
仲
間
と
の
信
頼
関
係
を

深
め
つ
つ
、
剣
道
授
業
の
主
運
動
へ

つ
な
げ
る
効
果
が
あ
る
。
教
本
の
展

開
例
で
示
し
た
導
入
部
分
で
取
り
入

れ
た
い
。

（
２
）
技
の
段
階
的
指
導

　
筆
者
が
行
っ
た
生
徒
の
実
態
調
査

で
は
、剣
道
の
授
業
に
対
し
て
、痛
い
、

怖
い
感
じ
が
す
る
等
の
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
者
が
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
こ
れ
は
打
つ
・
打
た
れ
る

体
験
が
な
い
こ
と
か
ら
感
じ
ら
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、
授
業

で
は
打
つ
動
作
で
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
た
り
、
打

た
せ
る
動
作
で
目
を
閉
じ
た
り
首
を

縮
め
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
指
導

者
は
、
こ
の
よ
う
な
生
徒
の
実
態
か

ら
不
安
を
解
消
す
る
手
だ
て
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、
段
階
的
指
導
で
あ
る
。

　
剣
道
の
初
心
者
に
対
す
る
動
作
・

技
の
段
階
的
な
指
導
は
、「
近
い
間
合

か
ら
遠
い
間
合
い
へ
」「
容
易
・
簡
単

な
動
き
か
ら
困
難
・
複
雑
な
動
き
へ
」

「
ゆ
っ
く
り
大
き
な
動
き
か
ら
小
さ
く

素
速
い
動
き
へ
」「
既
習
の
技
か
ら
新

し
い
技
へ
」
と
、
行
う
の
が
一
般
的

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
段
階
的
に
発

展
さ
せ
る
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

無
理
な
く
安
全
に
技
能
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
出
来
る
。

（
３
）
基
本
動
作

　
剣
道
の
学
習
に
お
い
て
適
切
な
指

導
が
な
さ
れ
る
か
否
か
は
、
指
導
を

受
け
る
生
徒
の
技
能
の
向
上
や
人
格

の
形
成
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
。

指
導
者
は
常
に
基
本
動
作
の
内
容
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
柔
軟
な
発
想

や
考
え
方
に
よ
り
興
味
・
関
心
を
持

た
せ
る
指
導
の
工
夫
を
心
が
け
た
い
。

も
っ
と
も
、
最
初
か
ら
剣
道
の
動
き

を
学
習
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
は
な

く
、
は
じ
め
は
剣
道
に
類
似
し
た
運

動
を
ゲ
ー
ム
化
し
て
取
り
組
ま
せ
る

こ
と
も
良
い
と
考
え
る
。
教
本
で
は

そ
の
例
と
し
て
「
武
道
的
素
養
と
な

る
遊
び
の
体
験
（
サ
ム
ラ
イ
ご
っ
こ
）」

を
紹
介
し
て
い
る
（
資
料
２
）。

　
学
習
の
始
め
に
こ
れ
ら
の
打
つ
動

作
や
体
さ
ば
き
・
踏
み
込
み
動
作
・

手
刀
の
攻
防
な
ど
の
動
き
を
取
り
入

れ
、
基
本
動
作
の
習
得
に
つ
な
げ
た

い
。

（
４
）
対
人
的
技
能

　
対
人
的
技
能
に
つ
い
て
は
、
し
か

け
技
と
応
じ
技
の
２
つ
に
技
を
系
統

だ
て
、
各
段
階
で
ど
の
技
を
重
点
的

（資料２）武道的素養となる遊びの体験「サムライごっこ」（教本 p.13）

体験１　どんぴしゃり

体験２　剣道ごっこ

体験３　試し切り

体験４　手　刀

体験５　点と線

・木刀や竹刀を使ってボー

ルの中心を打つ

①床に置いたボールを打つ

②トスされたボールを打つ

・ソフト剣を使って打ち合

う

①生徒の学習段階に応じて

試合時間を変えてみる

・木刀や竹刀を使って新聞

を切る

①２人で新聞を持つ

②上から切る

③一人２回ずつ挑戦する

・両手合掌の状態から各打

突部位を確かめる

①示された部位を打つ

・木刀や竹刀を使って、ト

スアップされた新聞玉を打

つ

①一人３回ずつ挑戦する

・手の内の作用が分かる

・刃筋正しく打てる

・正中線を外さず打てる

・積極的に技を出し打てる

・打突の機会を知る

・四戒「驚懼疑惑」を克服

する

・剣道の動きに近い体験を

する

・手の内の作用が分かる

・刃筋正しく打てる

・正中線を外さず打てる

・上下、斜め振りの要領が分

かる

・刃筋正しく打てる

・正中線を外さず打てる

・手の内の作用が分かる

・出ばな技の起こりを捉えら

れる

・踏み込み足、左足の引きつ

けの要領が分かる

体験例 上達のポイント方　　法

導入部では、体ほぐしの運動を取り入れたい
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に
学
ん
だ
ら
良
い
の
か
を
示
し
た
。

指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
有
効
打
突
の

条
件
な
ど
に
も
留
意
し
た
い
。
ま
た
、

攻
防
の
楽
し
さ
が
経
験
で
き
る
よ
う
、

「
攻
め
」
の
気
持
ち
を
重
視
し
、
し
か

け
技
を
主
と
し
た
指
導
を
行
い
た
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
剣
道
の
醍
醐
味
で
あ

る
攻
防
の
楽
し
さ
を
体
験
し
、
対
人

的
技
能
を
高
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず

基
本
動
作
で
あ
る
構
え
（
自
然
体
・

中
段
の
構
え
）・
体
さ
ば
き
・
目
付
等

を
、
正
し
く
身
に
付
け
る
必
要
が
あ

る
。
教
本
に
は
な
い
が
、
こ
う
し
た

課
題
を
も
と
に
、
初
め
て
剣
道
を
行

う
生
徒
を
対
象
に
し
た
、
対
人
的
技

能
向
上
の
基
礎
と
な
る
運
動
の
実
践

例
を
紹
介
す
る
（
資
料
３
）。

（
５
）
攻
防
の
展
開

　
剣
道
は
、
現
在
の
中
学
生
に
と
っ

て
幼
少
年
期
に
遊
び
と
し
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
、
非
日
常
的
な
動
き

が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
動
作

に
慣
れ
る
た
め
、
基
本
動
作
を
繰
り

返
し
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ば
か
り
だ
と
生
徒
は
飽
き

て
し
ま
い
、
授
業
に
対
す
る
興
味
ま

で
失
い
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
考
え
た

い
の
が
「
攻
防
の
展
開
」
を
楽
し
む

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
剣
道
の
持
つ

楽
し
さ
、
面
白
さ
を
伝
え
る
た
め
に

も
是
非
、
工
夫
し
て
学
ば
せ
た
い
内

容
で
あ
る
。

　
学
習
指
導
要
領
解
説
で
も
、
武
道

は
「
相
手
を
攻
撃
し
た
り
相
手
の
技

を
防
御
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

勝
敗
を
競
い
合
う
楽
し
さ
や
喜
び
を

味
わ
う
こ
と
の
出
来
る
運
動
で
あ
る
」

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
相
手
を
尊

重
し
て
練
習
や
試
合
が
出
来
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
運
動
で
あ

る
」
と
あ
り
、
学
習
の
中
で
相
手
を

尊
重
し
な
が
ら
、
試
合
な
ど
の
攻
防

を
行
う
こ
と
が
出
来
る
領
域
で
あ
る

と
示
さ
れ
て
い
る
。
授
業
で
は
、
様
々

な
変
化
の
中
で
相
手
の
動
き
に
対
応

し
、
有
効
打
突
を
決
め
る
喜
び
を
味

わ
わ
せ
る
こ
と
に
、
指
導
の
重
点
を

置
き
た
い
。
生
徒
が
練
習
し
た
技
を

試
す
、
つ
ま
り
確
か
め
る
機
会
を
与

え
る
た
め
に
も
、
是
非
取
り
入
れ
た

い
指
導
内
容
で
あ
る
。

　
教
本
で
は
、
剣
道
の
お
も
し
ろ
さ
、

楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
る
試
合
方
法
の

工
夫
と
し
て
、
学
習
指
導
要
領
解
説

に
示
さ
れ
て
い
る
「
ご
く
簡
単
な
試

合
」
の
例
を
い
く
つ
か
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
基
本
試
合
に
よ
る
判
定

試
合
、
有
効
打
率
試
合
（
各
判
定
基

準
に
気
・
剣
・
体
の
項
目
を
設
け
て

（資料３）対人的技能向上の基礎となる運動の実践例

名　称 目的と要領

集中と反射

体さばき（足さばき）

すり足・踏み込み（手刀）

手刀の攻防

・剣道に必要な敏捷性を高める。
①生徒は、その場で小刻みに足を踏んで「ヤー」の発
声をしながら、教師の指示を集中して待つ。
②教師は手で上下左右を示す。
③生徒は教師の指示に、目を離さず素速く反応する。

（上・ジャンプ、下・しゃがむ、左右・その方向に腰を
向ける。20 秒）

・気剣体一致の打突の基本的動きを身につける。
①前進後退・左右・斜めの動き（下図参照）を足・手

刀・竹刀の順番で
行う。
②前進後退・左右
を 2 人組で正対し、
竹刀打ち前進後退
面・小手・胴・左
右面打ちの動作を、
発声を伴い行う。
③リズミカルな
曲・太鼓・笛等の
音に合わせてもよ
い。

・気剣体一致の打突の基本的動きを身に付ける。
①手刀で構えて、スピードのあるすり足を行う（前進・
後退）。
②すり足やスキップから踏み切り動作で踏み込む（面・
小手・胴・小手→面・小手→胴　他）。

・自分の考えた技で攻防を楽しむ。
①ぶつからない距離で教師と正対し手刀をつくる。教師
の技に対して素速く反応し、発声とともに任意の技を出
す。（30 秒）
②回数を増すごとに技を複雑にしていく。構え、足さば
き、体さばき、目付、攻め、気迫のこもった発声、残心
等指導内容を発展させていく。

（
前
）（

左
斜
前
）

（
左
）

（
左
斜
後
）

（
後
）

（
右
斜
前
）

（
右
斜
後
）

（
右
）

①

⑥ ⑧

③

⑤

④

⑦

②

1

2
1

2

1

2

1

2
2

1

2

1

2

1

2

1

送り足の順序

剣道は、攻防により勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わうことの出来る運動である
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い
る
）、
ポ
イ
ン
ト
制
の
試
合
を
紹
介

し
た
い
。

（
ア
）
基
本
試
合
に
よ
る
判
定
試
合

　
３
人
１
組
に
な
り
、
リ
ー
グ
戦
（
一

人
が
交
代
で
審
判
）
で
基
本
動
作
の

出
来
栄
え
を
判
定
す
る
試
合
を
行
う
。

基
本
が
い
か
に
正
し
く
身
に
付
い
て

い
る
か
、
判
定
基
準
に
従
っ
て
、
互

い
に
評
価
し
合
う
（
判
定
基
準
は
段

階
を
追
っ
て
示
し
て
い
く
）。

　
審
判
は
ど
こ
が
よ
か
っ
た
の
か
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
相
互
評
価

さ
せ
、
技
を
確
か
め
さ
せ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
有
効
打
突
の
理
解
を
よ
り

深
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

▽
判
定
基
準

気
…
気
迫
の
あ
る
発
声
。

剣
…
打
突
部
で
打
突
部
位
を
捉
え
る
。

体
…
足
の
出
・
体
の
出
と
残
心
。

▽
学
年
ご
と
に
定
め
る
判
定
基
準

　
１
学
年
は
、
大
き
な
声
で
、
面
・

小
手
・
胴
を
打
突
部
で
打
て
る
。

　
２
学
年
は
、
大
き
な
声
で
、
面
・

小
手
・
胴
を
打
突
部
で
正
確
に
打
て

る
。

　
３
学
年
は
、
大
き
な
声
で
、
面
・

小
手
・
胴
を
打
突
部
で
正
確
に
打
ち
、

腰
が
入
っ
て
前
に
進
み
、
残
心
が
取

れ
る
。

（
イ
）
有
効
打
率
試
合

　
野
球
選
手
の
打
率
の
よ
う
に
何
打

数
何
安
打
と
い
っ
た
「
有
効
打
率
試

合
」
を
行
う
。
４
人
１
組
で
、
打
つ

打
た
せ
る
生
徒
の
ほ
か
、
判
定
す
る

生
徒
と
、
有
効
打
突
を
数
え
る
生
徒

に
分
か
れ
、
一
人
一
役
の
役
割
分
担

で
行
う
。
決
め
ら
れ
た
本
数
・
技
を

行
い
、
有
効
打
率
の
高
い
方

を
勝
ち
と
す
る
。
生
徒
同
士

で
評
価
を
さ
せ
、
有
効
打
突

の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
そ
の
条
件

を
理
解
す
る
。

▽
判
定
基
準

気
…
打
突
部
位
を
大
き
く
明

確
に
発
声
す
る
。

剣
…
打
突
部
位
を
竹
刀
の
打

突
部
で
確
実
に
捉
え
る
。

体
…
後
足
の
引
き
付
け
を
伴

っ
た
足
の
出
や
体
の
出
が
時

間
的
に
一
致
す
る
。

（
ウ
）
ポ
イ
ン
ト
制
の
試
合

　
既
習
の
技
や
本
時
学
習
し

た
技
で
、
有
効
打
突
を
時
間

内
に
何
本
取
れ
る
か
競
う
。

試
合
の
楽
し
さ
を
体
感
す
る
の
に
適

し
て
い
る
。
審
判
が
２
人
ま
た
は
３

人
、
試
合
者
が
２
人
の
、
計
４
人
～

５
人
１
組
で
リ
ー
グ
戦
を
行
う
。
ま

た
、
試
合
時
間
は
45
秒
・
判
定
・
交

代
を
15
秒
で
行
う
。

　
判
定
や
相
互
評
価
の
内
容
も
、
日

増
し
に
レ
ベ
ル
を
上
げ
、「
打
っ
た
」

「
打
た
れ
た
」
か
ら
「
積
極
的
な
攻
め
」

や
「
残
心
」
な
ど
、
よ
り
深
い
試
合

内
容
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

両
者
ポ
イ
ン
ト
が
同
じ
場
合
は
、
試

合
中
に
大
き
な
声
や
積
極
的
な
攻
め

が
あ
っ
た
方
を
勝
ち
と
す
る
。

（
６
）
技
能
指
導
の
留
意
点

　
学
習
過
程
の
中
で
生
徒
の
実
態
を

踏
ま
え
、
課
題
に
応
じ
た
学
習
の
取

り
組
み
方
を
工
夫
す
る
こ
と
や
、
個
々

の
能
力
や
つ
ま
ず
き
に
配
慮
し
指
導

す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
言
葉

掛
け
や
、
段
階
的
指
導
の
導
入
は
生

徒
の
意
欲
化
に
つ
な
が
る
。
以
下
に

技
能
指
導
の
留
意
点
を
ま
と
め
た
の

で
、
教
本
と
と
も
に
参
考
に
し
て
ほ

し
い
。

①
打
ち
方
の
指
導
効
果
を
上
げ
る
た

め
に
、
節
度
の
あ
る
隙
を
与
え
る
受

け
方
を
徹
底
さ
せ
る
。

②
相
手
と
の
間
合（
距
離
）に
注
意
し
、

打
突
の
起
こ
り
を
捉
え
、
相
手
を
怖

が
ら
ず
に
打
た
せ
る
。

③
習
熟
度
に
応
じ
た
や
や
実
践
的
な

パ
タ
ー
ン
練
習
や
反
復
練
習
を
徹
底

さ
せ
る
。

④
学
習
集
団
の
編
成
に
つ
い
て
は
、

ね
ら
い
や
技
能
の
程
度
に
応
じ
た
適

切
な
班
編
制
で
、
よ
り
効
果
的
な
学

習
内
容
を
目
指
す
（
一
斉
学
習
・
ペ

ア
学
習
・
グ
ル
ー
プ
学
習
・
能
力
別

学
習
・
課
題
別
学
習
な
ど
）。

⑤
学
習
隊
形
を
工
夫
し
て
「
観
る
→

待
つ
→
行
う
」
な
ど
の
役
割
を
順
番

に
行
い
、
見
取
り
稽
古
や
生
徒
同
士

の
評
価
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
（
こ

の
学
習
は
本
時
の
課
題
に
対
す
る
理

解
を
よ
り
深
め
、
学
習
の
定
着
を
図

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
）。

⑥
技
能
の
習
得
に
伴
い
、
さ
ら
な
る

体
力
の
向
上
を
目
指
す
（
学
習
を
通

し
て
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
を
意
識

さ
せ
る
）

◇

　
こ
こ
で
⑥
に
つ
い
て
、
補
足
説
明

を
行
い
た
い
。

　
保
健
体
育
の
授
業
は
、
学
校
教
育

の
中
で
唯
一
体
を
鍛
え
る
教
科
で
あ

る
。
ま
た
、
学
習
を
通
し
て
体
力
の

向
上
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
出
来

な
い
技
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

仲
間
と
協
力
し
合
い
、
苦
し
い
練
習

を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
感
動
を
味
わ

え
る
教
科
で
も
あ
る
。
保
健
体
育
は

ま
さ
に
「
生
き
る
力
」
と
直
結
し
た

教
科
と
考
え
ら
れ
る
。

　
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
保
健
体

育
の
目
標
は
、
中
学
１
・
２
学
年
で

は
「
運
動
を
適
切
に
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
体
力
を
高
め
心
身
の
調
和
的

発
達
を
図
る
」、
３
学
年
で
は
、「
運

動
を
適
切
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
自

己
の
状
況
に
応
じ
て
体
力
の
向
上
を

図
る
能
力
を
育
て
、
心
身
の
調
和
的

発
達
を
図
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　
剣
道
で
は
ど
の
よ
う
な
体
力
の
向

上
が
見
込
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
教

本
に
は
「
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
」

と
し
て
一
覧
に
示
し
て
い
る
が
、
特

に
目
指
し
た
い
の
は
、
自
由
稽
古
や

か
か
り
練
習
の
継
続
的
な
実
践
に
よ

る
、
敏
捷
性
・
巧
緻
性
・
瞬
発
力
の

向
上
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
以
下
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
例
を
示
す
こ
と
に

す
る
。

▽
敏
捷
性

・
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
足
さ
ば
き
、
体
さ

ば
き
で
移
動
や
方
向
転
換
を
す
る
（
中

段
に
構
え
た
姿
勢
で
バ
ラ
ン
ス
感
覚

を
保
ち
な
が
ら
）。

▽
巧
緻
性

・
状
況
に
応
じ
て
体
を
思
い
通
り
に
動

か
す
。

・
ス
ム
ー
ズ
に
動
き
、
攻
防
を
展
開
す

る
。

▽
瞬
発
力

・
跳
躍
に
よ
る
早
素
振
り
を
行
う
。

・
か
か
り
練
習
や
約
束
練
習
な
ど
に
よ

り
、
力
強
い
踏
み
込
み
動
作
や
素
速

い
打
ち
込
み
、
そ
し
て
残
心
ま
で
の

一
連
の
動
き
を
行
う
。

ポイント制試合の様子
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（
１
）
武
道
・
剣
道
の
特
性
か
ら
学
ぶ

礼
法

「
相
手
を
尊
重
し
、
伝
統
的
な
行
動

の
仕
方
を
守
ろ
う
と
す
る
」
態
度
の

育
成
、
礼
法
指
導
に
つ
い
て
、
教
本

で
は
写
真
を
交
え
て
、
そ
の
実
践
方

法
を
解
説
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

武
道
、
そ
し
て
剣
道
の
特
性
と
い
う

観
点
か
ら
、
礼
の
意
味
と
そ
の
指
導

法
を
示
し
て
み
た
い
。

　
武
道
で
は
、
道
と
い
う
文
化
性
が

あ
り
、
相
手
に
感
謝
し
た
り
、
相
手

を
尊
重
し
て
気
持
ち
を
込
め
て
礼
を

行
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
た
だ
形
式
的
な
も
の
で
は

な
く
、「
な
ぜ
そ
う
す
る
の
か
」「
な

ぜ
そ
う
な
る
の
か
」
を
理
解
し
た
上

で
行
う
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、

こ
の
よ
う
な
実
践
を
繰
り
返
す
中
で
、

礼
法
が
無
意
識
の
う
ち
に
自
分
の
も

の
と
な
っ
て
い
く
。
授
業
で
も
そ
う

な
る
よ
う
に
指
導
し
た
い
。

　
剣
道
で
は
、
相
手
の
人
格
を
尊
重

し
、
互
い
に
打
つ
・
打
た
れ
る
等
の

攻
防
の
展
開
の
中
で
有
効
打
突
を
目

指
し
、
楽
し
さ
を
味
わ
う
と
い
う
特

性
が
あ
る
。
ま
た
、学
び
合
い
の
中
で
、

身
体
を
鍛
え
、
技
を
錬
磨
し
、
心
を

養
う
た
め
の
よ
き
協
力
者
、
仲
間
を

作
る
こ
と
が
出
来
る
。
心
か
ら
尊
敬

の
念
を
持
ち
、
仲
間
に
対
し
、
端
正

な
姿
勢
を
も
っ
て
礼
儀
正
し
く
す
る

こ
と
は
、
よ
り
よ
い
剣
道
を
築
き
あ

げ
て
い
く
上
で
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、

ひ
い
て
は
好
ま
し
い
社
会
的
態
度
の

育
成
に
つ
な
が
る
。
授
業
で
は
こ
の

こ
と
を
気
づ
か
せ
た
い
。

（
２
）
日
常
生
活
の
礼
か
ら
学
ぶ

　
教
本
で
は
、「
伝
統
的
な
行
動
の
仕

方
を
守
る
礼
法
指
導
」
と
し
て
ま
と

め
て
い
る
。
礼
法
を
指
導
す
る
際
に

は
、
ま
ず
、
教
え
育
ん
で
く
れ
る
先

生
へ
の
礼
、
お
互
い
に
学
び
高
め
合

う
仲
間
へ
の
礼
、
学
習
の
場
に
対
す

る
礼
を
行
わ
せ
た
い
。
そ
し
て
、
対

人
技
能
の
習
得
を
目
指
し
な
が
ら
、

「
礼
に
は
じ
ま
り
、
礼
を
尽
く
し
て
行

い
、
礼
に
終
わ
る
」
と
い
う
こ
と
を

自
然
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
日
常
生
活

の
中
で
経
験
し
て
い
る
礼
を
意
識
さ

せ
る
と
よ
い
。
例
え
ば
、
家
庭
の
中

で「
お
は
よ
う
」「
行
っ
て
き
ま
す
」「
お

や
す
み
」
等
、
家
族
と
何
気
な
く
交

わ
し
て
い
る
挨
拶
で
あ
る
。
他
に
も
、

学
校
生
活
に
お
け
る
、
授
業
の
始
ま

り
と
終
わ
り
の
礼
、
入
学
式
・
卒
業

式
な
ど
で
行
わ
れ
る
儀
式
で
の
礼
が

あ
る
。
な
ぜ
こ
れ
ら
の
場
面
で
礼
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
さ

せ
、
授
業
で
の
礼
の
実
践
へ
と
つ
な

げ
た
い
。

（
３
）
座
礼
・
目
付
の
指
導

　
座
礼
に
つ
い
て
は
、
日
常
的
に
は

あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
教

師
自
ら
が
模
範
を
示
し
な
が
ら
教
え

る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
場
所

や
目
的
に
応
じ
て
礼
の
行
い
方
が
違

う
こ
と
は
今
ま
で
の
経
験
か
ら
理
解

で
き
る
だ
ろ
う
が
、
座
礼
の
経
験
は

家
庭
に
よ
り
異
な
り
、
仏
事
や
お
正

月
等
に
行
う
程
度
と
い
う
の
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
教
本
で
は
立
礼
と
座

礼
を
指
導
す
る
よ
う
示
し
て
い
る
が
、

特
に
座
礼
に
つ
い
て
は
、
こ
の
点
を

踏
ま
え
な
が
ら
、「
左
座
右
起
」
な
ど

も
含
め
、
し
っ
か
り
と
伝
え
た
い
。

　
目
付
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
を
見
て
、

誰
に
対
し
て
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
行

う
の
か
を
留
意
し
、
指
導
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
目
付
を
意
識
さ

せ
、
丁
寧
で
端
正
な
心
の
こ
も
っ
た

礼
の
指
導
を
心
掛
け
た
い
。

（
４
）
相
手
を
尊
重
す
る
・
自
分
を
自

分
で
律
す
る
態
度
を
学
ぶ

　
試
合
の
学
習
で
相
手
に
勝
っ
た
り

負
け
た
り
す
る
中
で
、
喜
び
ば
か
り

で
な
く
、
痛
み
、
悔
し
さ
、
情
け
な

さ
等
の
感
情
が
湧
き
、
自
分
の
気
持

ち
と
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
場
面

が
、
必
ず
出
て
く
る
。
武
道
の
精
神

性
に
迫
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
こ
が

見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
指
導

場
面
で
あ
る
。

　
勝
て
た
の
は
相
手
を
し
て
く
れ
た

者
が
い
た
か
ら
で
あ
り
、
負
け
て
自

分
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と

が
出
来
た
の
も
、
相
手
の
お
か
げ
で

あ
る
。
生
徒
に
と
っ
て
、
相
手
を
尊

重
し
て
礼
を
行
う
意
味
が
、
身
を
も

っ
て
理
解
で
き
る
学
習
場
面
で
も
あ

る
。

（
５
）
基
礎
知
識
習
得
の
指
導

　
剣
道
は
、
我
が
国
固
有
の
伝
統
と

文
化
を
継
承
し
て
い
る
特
有
の
運
動

で
あ
る
。
ま
た
、
防
具
を
着
け
た
、

相
対
す
る
二
人
が
竹
刀
を
用
い
て
攻

防
し
あ
い
、
面
・
小
手
・
胴
な
ど
の

有
効
打
突
を
競
う
格
闘
的
ス
ポ
ー
ツ

で
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
剣
道
で
使
う
用
語
は
日

常
的
に
用
い
ら
れ
な
い
も
の
が
多
い

の
で
、
教
育
現
場
で
は
学
習
資
料
を

多
く
取
り
入
れ
な
が
ら
、
優
し
い
言

葉
で
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
工
夫
を

し
た
い
。

　
ま
た
、
導
入
段
階
で
は
剣
道
授
業

に
お
け
る
楽
し
い
動
機
付
け
の
一
貫

と
し
て
剣
道
に
関
す
る
歴
史
を
学
ば

せ
た
い
。
例
え
ば
、
剣
道
に
つ
な
が

る
刀
を
扱
う
文
化
が
古
く
か
ら
あ
っ

た
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
た
め
、
武
士

社
会
の
ル
ー
ツ
や
、
地
域
に
縁

ゆ
か
り
の
あ

る
武
将
を
紹
介
す
る
と
、
剣
道
を
よ

り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。

他
に
も
、
刀
や
鎧
を
用
意
し
て
展
示

し
た
り
、
世
界
各
地
に
お
け
る
剣
道

の
普
及
状
況
な
ど
も
伝
え
た
い
。

　
教
本
で
は
イ
ラ
ス
ト
を
多
く
用
い

た
学
習
資
料
を
巻
末
に
加
え
て
い
る
。

コ
ピ
ー
し
て
す
ぐ
に
使
え
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
是
非
活
用
し
て

基
礎
知
識
習
得
の
指
導
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

礼法指導の様子

知識の定着と興味付けの一例。近隣の博物館から鎧を借りて紹介

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７「
技
能
」

学
習
内
容
の
体
系
化

お
わ
り
に

単
元
計
画

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９お
わ
り
に

10教
本
の
頒
布
状
況
と

入
手
方
法

「
態
度
」

「
知
識
、
思
考
・
判
断
」

（
教
本
ｐ
52
〜
）

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて篏

で
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
授
業
を
展
開

す
れ
ば
い
い
の
か
、
表
に
ま
と
め
て

い
る
。
ま
た
、「
学
習
と
指
導
・
評
価
」

で
は
、
学
習
の
ね
ら
い
と
指
導
・
評

価
の
ポ
イ
ン
ト
を
一
覧
に
し
て
い
る
。

巻
末
に
自
己
評
価
資
料
を
加
え
て
い

る
の
で
、
併
せ
て
使
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。「
展
開
例
」
で
は
、
１
学
年

の
例
の
み
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
授
業
で
学
ぶ
の
か
、
時

間
ご
と
に
指
導
内
容

を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
外
部
指
導
者
の

協
力
を
想
定
し
て
、

担
当
教
師
（
Ｔ
１
）

と
指
導
協
力
者
（
Ｔ

２
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
指

導
上
の
留
意
点
を
ま

と
め
て
い
る
。

　
他
に
も
、「
つ
ま
ず

き
と
指
導
」
と
し
て
、

生
徒
が
つ
ま
ず
き
や

す
い
場
面
と
、
そ
れ

に
対
す
る
効
果
的
な

指
導
方
法
を
、
写
真

を
多
く
使
用
し
て
説

明
し
て
い
る
。

　
教
本
で
は
単
元
計
画
を
、「
防
具
（
剣

道
具
）
使
用
の
場
合
」
と
「
防
具
（
剣

道
具
）
の
な
い
場
合
（
木
刀
・
竹
刀
を 

使
用
す
る
）」
と
し
て
分
け
て
説
明
し

て
い
る
。
ま
た
、
学
年
ご
と
に
テ
ー
マ 

を
設
け
、
第
１
学
年
「
初
め
て
の
剣

道
体
験
」、
第
２
学
年
「
剣
道
の
楽
し

さ
を
知
る
」、
第
３
学
年
「
剣
道
の
攻

防
の
楽
し
さ
を
知
る
」
と
し
て
い
る
。

　
内
容
は
、「
学
習
過
程
」「
学
習
と

指
導
・
評
価
」「
展
開
例
」
の
項
目
を

立
て
て
、
説
明
し
て
い
る
。

「
学
習
過
程
」
で
は
、
各
学
年
で
剣

道
の
授
業
が
年
間
13
時
間
行
わ
れ
る

こ
と
を
想
定
し
、
１
～
13
時
間
目
ま

　
こ
の
よ
う
に
、
充
実
し
た
授
業
が

展
開
で
き
る
よ
う
、
教
本
で
は
様
々

な
項
目
を
立
て
て
指
導
内
容
を
説
明

し
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

図
資
料
を
多
く
用
い
、
視
覚
的
に
も

わ
か
り
や
す
く
作
成
さ
れ
て
い
る
の

で
、
剣
道
初
心
者
の
教
員
に
も
理
解

で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な

流
れ
で
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
意
図

で
授
業
を
展
開
す
れ
ば
い
い
の
か
を

述
べ
て
み
た
。
先
月
号
と
併
せ
て
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
教
本
の
概
要
と

活
用
の
ポ
イ
ン
ト
が
理
解
で
き
る
と

思
う
。
も
ち
ろ
ん
現
場
で
は
、
こ
れ

ら
の
内
容
を
も
と
に
、
各
学
校
の
実

態
や
諸
条
件
を
勘
案
し
、
創
意
工
夫

を
加
え
た
指
導
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
各
教
員
、
指
導
協
力
者
が
自
信
を

持
っ
て
剣
道
を
正
し
く
指
導
で
き
る

た
め
の
資
料
と
し
て
、
広
く
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
る
。
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教本 p.33「つまずきと指導」。写真を用いてわかりやすく説明している
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